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今週のお祝い
夫人誕生祝：1日 安井峰男君 11日 新納哲雄君
17日 松浪昭二君 18日植田三男君 21日 森本
晃一君 23日 今出 上君 26日佐田山有史君
28日長谷川 渉君

幹事報告
１．東日本大震災被災地区に対する義援金のお願

い文書 （ガバナー事務所より）
２．郭さん（数年前の米山奨学生）より震災見舞い

メール
３．中海再生プロジェクトニュース 3月号
４．例会変更のお知らせ

鳥取北RC 3/29（火）休会 定款第6条
ビジター受付なし

倉吉 〃 夜間例会 ビジター受付あり
（事務局）

境港 〃 休会 定款第6条 ビジター受付なし
松江 3/30 （水） 〃 ビジター受付あり
鳥取 3/31（木） 〃 ビジター受付なし
倉吉東 〃 〃 〃
米子中央 〃 夜間例会 ビジター受付あり

行事予定

3/30（水） 休会

4/1（金）～3日（日） ソウル芸場ロータリークラブ交流

4/17（日）インターシティミーティング（IM）

ハワイアロハホール

4/24（日）地区協議会 倉吉未来中心

4/24（日）事務局員研修会 倉吉未来中心他

5/25（水）新旧引継ぎクラブ協議会

●創立／1968年4月24日 ●事務所／米子市西福原1-1-55 ホテルサンルート米子 ℡(0859)32‐5531
●例会日／水曜日12:30～13:30 ●例会場／ホテルサンルート米子市西福原1-1-55 ℡(0859)33-0911
●会長／井上賢明 ●幹事／岩崎 浩 ●会報／荒川圭三

出席報告
会員数76名

会長挨拶

東北地方を中心とした巨大地震、巨大津波が発

生して六日経ちましたが、数万人単位の死者・行

方不明者になり哀悼の意を表するところです。一

刻も早く一人でも多くの方が助け出されることを

願っております。

クラブには被災者の関係者が多数おられると思

います。心よりお見舞いを申し上げます。零下で

孤立している地区もあり、一刻も早く救援物資が届

けばと思いますが、思いどおり行かないのが現状

のようです。一人でも多くの人が安心して暮らせる

状況になればと願っている次第です。例年ですと

義援金を募るところですが今回は全体として対応

したいと思います。

国家備蓄を三日分放出するという話ですが、精

製する設備が壊滅的なダメージを受けて、原油は

あるんだけど作れないという状況です。米子でも石

油は7割しか配給がありません。品物が入る限り少

しでも供給していきたいと思っております。経済的

にも大打撃を受けておりますので、復興に向けて

全国民で力を合わせてやっていくことが大事だと

思います。



私は東京の出身でアートコーヒーに務め、銀座八丁目の喫茶店に配属になり、一年
目で改装してフレンチレストランに変わったときの店長をいたしました。そこでワインに
知り合い本物をみてみたくなりました。それでワイン課の方と相談してコネがないという
ことで着の身着のままで10万円握りしめて勝手に行くことになりました。ブドウがワイン
になるところを見てみたくて、ボルドーの畑に行きサンテミリオンやメドックといった地域
を歩いて4日間野宿し、プラカードに飯食わせろ・働かせろ・寝かせろと書いて20シャ
トーくらい回り、5日目に農場の奥さんに拾われて1年間働きました。そのシャトーはワ
インを3つ星や2つ星に卸していますので、紹介状を書いてもらいレストランで仕事をす

るということが叶ったわけです。
時効だと思いますが、5年間不法滞在・不法労働でした。給料はもらえませんので

チップ生活で働きました。その経験のためフランス語に関しても仕事に関しても非常に
貪欲です。当然ですがフランス語が出来なければホールは出来ない。その頃は黄色い
猿がホールに出たら星が落ちるといわれました。2年位居たんですが栄養失調で二回
入院して、これはまずいとパリに出て大屋政子さんに拾われ、日本食系のレストランで
働けば3年後には労働許可証を取ってあげると言われたので、ご恩返しも含めて5年く

らい働かせてもらいました。その後ワインに戻りたくてパリの世界ソムリエ会長がやっ
ているクラブで研修し、田崎真也さんにも知り合いました。日本に帰ってきて最初にビッ
クリしたのが居酒屋で食事をするようになった事でした。居酒屋でしか食べたことがな
いからレストランでオーダーの仕方を知らない。コースの取り方や飲み方を知らない。
せっかく世界が近くなった世の中で恥をかくのは自分たちかなと非常に思いました。
米子は非常に環境の良いところですが使いこなしていないところがもったいないです。

松江など近隣に面白い文化を持っていますし、美味しい食べ物も酒もいっぱいありま
す。井上さん、落合さんなど東京で一生懸命されており、いい腕の調理人に残ってもら
えないのが現状です。米子なりのオンリーワンの物が沢山あり、生かすのは若い人た
ちなので、どう勉強させて戻ってきてもらえるかが一番の課題だと思います。これから
も協力もしたいし、いろんなことを考えています。その面で皆様とお会いできる日がござ
いましたらよろしくお願いいたします。

≪ プログラム ≫

次回プログラム
3/23 「家で死にたい ーその想いを叶えるためにー 」 野坂 美仁 会員
3/30 休会

「私の見たヨーロッパ ～米子にヨーロッパを取り入れる～ 」

レストランコーディネーター 上村 弘和氏


